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昨
年
12
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
21

日
か
ら
22
日
に
か
け
て
と
記
録
的
な
大
雪
に

な
り
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
に
は
北
広
島
町
八
幡
で
１
７
１

㎝
の
積
雪
と
な
り
、
12
月
と
し
て
は
観
測
史

上
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
雪
の
た
め
、
倉
庫
の
倒
壊
や
、
屋
根

の
破
損
、
雪
の
圧
力
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
が
破

れ
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
つ
ぶ
れ
る
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
建
物
被
害
で
、
特
に
煙
突
が
折
れ

た
り
、
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
火
災
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
点
検
し
、

壊
れ
て
い
る
所
は
直
し
ま
し
ょ
う
。

雪害雪害
報告報告

除雪の雪が背丈ほどになった大朝保健センター前除雪の雪が背丈ほどになった大朝保健センター前

雪で窓ガラスが割れた芸北Ｂ＆Ｇ海洋センター雪で窓ガラスが割れた芸北Ｂ＆Ｇ海洋センター

記
録
的
な
大
雪
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ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
運
休
、
町
内
の
小
・

中
学
校
が
休
校
に
な
る
な
ど
、
日
常
生
活
に

大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落

や
除
雪
中
の
事
故
な
ど
で
死
亡
者
１
名
を
含

む
11
名
の
死
傷
者
が
で
ま
し
た
。
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
ら

　

大
雪
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、「
り
災

証
明
書
」
が
必
要
な
方
は
、
役
場
総
務
課
総

務
係
又
は
各
支
所
自
治
振
興
課
総
務
係
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
と
き
被
害

状
況
が
わ
か
る
写
真
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

悪
質
な
業
者
に
注
意

　

こ
の
大
雪
被
害
に
便
乗
し
、「
無
料
で
屋
根

を
点
検
し
ま
す
よ
」
な
ど
と
甘
い
言
葉
で
家

に
入
り
込
み
、「
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
よ
」
な
ど
と
不
安
に
さ
せ
て
工

事
契
約
を
急
が
せ
る
、
悪
質
な
業
者
が
訪
問

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に
は
、

○ 

見
知
ら
ぬ
業
者
を
家
に
入
れ
な
い

○ 

業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
な
い

○ 

ひ
と
り
で
決
め
な
い
で
、
必
ず
誰
か
に
相

談
す
る

な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
、
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
北
広
島
町
消
費
生
活
相
談
室
（
℡
０
８

２
６
‐
７
２
‐
５
５
７
１
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

屋根が破損した住宅も多い屋根が破損した住宅も多い

雪の重みでつぶれたビニールハウス雪の重みでつぶれたビニールハウス

バス待合所の屋根も崩落したバス待合所の屋根も崩落した

●大雪による災害警戒本部の設置
　12月22日14時町内積雪観測地点３か所の

うち１か所（大朝地域）が警戒が必要な積雪

量（警戒積雪深）を超え、残る２か所も警戒

数値に迫ったため、同日15時に北広島町大

雪災害警戒本部を設置。

【12月22日16時30分町内積雪観測地点積雪量】

芸北地域

八 幡
171㎝

（警戒積雪深220㎝）

川 小 田
138㎝

（警戒積雪深197㎝）

大朝地域 大 坪
106㎝

（警戒積雪深85㎝）

そ の 他
地 域

千代田地域27㎝

豊平地域　94㎝

●積雪状況（最高積雪深）

芸　北地域　川小田 138㎝（12月22 ～ 24日）

芸　北地域　八　幡 183㎝（12月24日）

大　朝地域　鳴　滝 112㎝（12月18日）

千代田地域　有　田 37㎝（12月18日）

豊　平地域　志路原 102㎝（12月18日）

【役場に報告されたもの、２月１日現在】

●被害状況

人 身 事 故 11件（死亡含む）

家 屋 等 119件

農 業 用 施 設 69件

農 作 物 等 78.3ha

公 共 施 設 37件
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まちの話題

雪上で熱戦を展開
山県郡・北広島町スキー大会

雪
山
遭
難
に
備
え
る

冬
山
災
害
訓
練

　

雪
山
事
故
に
備
え
、
１
月
19
日
安
芸
太

田
町
の
深
入
山
で
雪
山
遭
難
の
救
助
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
、
北
広

島
町
の
消
防
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

加
計
署
、
県
警
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
、
消
防

団
員
な
ど
参
加
者
60
人
は
か
ん
じ
き
を
装

着
し
、
訓
練
開
始
。
消
防
団
員
は
一
列
に

並
び
、
棒
で
雪
を
突
き
刺
し
な
が
ら
遭
難

者
が
い
な
い
か
捜
索
し
ま
し
た
。
遭
難
者

発
見
後
は
、
重
傷
者
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

救
助
し
た
り
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
搬
送
す

る
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

開 催 日：１月28日（土）
開催場所：芸北運動公園、銀嶺スキー場

試
合
結
果
（
各
部
門
１
位
の
み
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

▽
小
３
以
下
男
子
伊
屋
ヶ
迫
広
輝
（
雄
鹿
原

ス
ポ
少
）
▽
同
女
子
上
迫
瑞
紀
（
美
和
ス
ポ

少
）
▽
小
４
男
子
高
野
恭
典
（
雄
鹿
原
ス
ポ

少
）
▽
同
女
子
村
竹
美
沙
紀
（
芸
北
小
ス
ポ

少
）
▽
小
５
男
子
河
野
雅
昭
（
芸
北
小
ス
ポ

少
）
▽
同
女
子
下
野
す
み
れ
（
豊
平
Ｓ
Ｃ
）

▽
小
６
男
子
村
竹
慎
也
（
芸
北
小
ス
ポ
少
）

▽
同
女
子
俵
屋
理
奈
（
雄
鹿
原
ス
ポ
少
）
▽

中
学
男
子
佐
々
見
雄
平
（
芸
北
中
）
▽
同
女

子
高
野
逸
未
（
芸
北
中
）
▽
高
校
男
子
村
竹

剛
（
加
計
高
芸
北
分
校
）
▽
同
女
子
村
口
睦

（
加
計
高
芸
北
分
校
）
▽
一
般
男
子
河
野
正

宏
（
西
南
体
協
）
▽
同
女
子
斉
藤
直
子
（
雄

鹿
原
体
協
）

ア
ル
ペ
ン
競
技

▽
幼
児
沼
田
昴
大
（
大
朝
Ｓ
Ｃ
）
▽
小
学
低

学
年
男
子
片
桐
健
孝
（
芸
北
小
ス
ポ
少
）
▽

同
女
子
白
砂
咲
良
（
大
朝
Ｓ
Ｃ
）
▽
小
学
中

学
年
男
子
洲
浜
優
希
（
大
朝
Ｓ
Ｃ
）
▽
同
女

子
沼
田
咲
菜
（
大
朝
Ｓ
Ｃ
）
▽
小
学
高
学
年

男
子
堀
田
祐
作
（
大
朝
Ｓ
Ｃ
）
▽
同
女
子
佐

古
佐
恵
乃
（
大
朝
Ｓ
Ｃ
）
▽
中
学
男
子
奥
原

友
太
朗
（
芸
北
中
）
▽
同
女
子
沖
田
奈
都
美

（
豊
平
Ｓ
Ｃ
）
▽
高
校
男
子
藤
原
将
士
（
八

幡
体
協
）
▽
一
般
１
部
男
子
花
屋
勝
利
（
雄

鹿
原
体
協
）
▽
同
女
子
橋
詰
麻
美
（
雄
鹿
原

体
協
）
▽
一
般
２
部
男
子
中
津
茂
生
（
豊
平

Ｓ
Ｃ
）
▽
同
女
子
沖
中
祐
子
（
雄
鹿
原
体
協
）

▽
一
般
３
部
男
子
藤
原
俊
二
（
八
幡
体
協
）

橋
に
皆
で
お
絵
か
き

豊
平
西
小
児
童
が
色
づ
け

　

町
道
戸
谷
掛
札
線
の
改
良
工
事
に
伴

い
新
た
に
西
宗
川
に
架
け
ら
れ
た
「
新
大

利
橋
」。
そ
の
車
道
部
分
の
舗
装
下
に
は
、

豊
平
西
小
児
童
45
名
が
描
い
た
龍
頭
山
の

絵
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
が
龍
頭
山
を
下
書
き
し
、
児
童
た

ち
は
木
で
作
っ
た
ス
タ
ン
プ
で
赤
や
オ
レ

ン
ジ
の
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
鮮
や
か
に
紅
葉

し
た
龍
頭
山
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６
年
生
は
橋
名
板
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
大
変
思
い
出
深

い
橋
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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雪
が
繋
ぐ
国
際
交
流

国
際
交
流
事
業
「
雪
生
活
体
験
」

　

７
つ
の
国
か
ら
合
わ
せ
て
46
人
の
外
国

の
方
が
北
広
島
町
溝
口
地
区
を
訪
れ
る
、

雪
生
活
交
流
が
２
月
５
日
美
和
東
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
早
速
雪
遊
び
。
大
き

な
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
で
の
そ
り
遊
び
は
、

お
と
な
も
子
ど
も
も
大
興
奮
で
滑
っ
て
い

ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
各
国
自
慢
の
郷
土
料
理
が
テ

ず
ら
り
と
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
神
楽
、

踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
食
や
芸
能
で
も

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

北
広
島
の
名
画
集
結

ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
作
家
展

　

北
広
島
町
の
合
併
一
周
年
を
記
念
し
、

町
出
身
画
家
の
作
品
や
、
町
の
風
景
、
文

化
財
を
題
材
に
描
か
れ
た
作
品
な
ど
、
計

42
点
を
展
示
し
た
「
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の

作
家
展
」
が
、
２
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で

千
代
田
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
協
賛
出
品
と
し
て
、本
町
出
身
の
靉あ

い

光み
つ

の
作
品
も
特
別
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
寺
本
泰
輔
広
島
比
治
山
大

学
教
授
に
よ
る
、
作
家
・
作
品
の
解
説
も

行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
は
北
広
島
の

名
画
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

熱
心
な
活
動
を
評
価

広
島
県
体
力
つ
く
り
優
良
団
体
表
彰

　

平
成
17
年
度
広
島
県
体
力
つ
く
り
優
良

団
体
表
彰
が
１
月
10
日
広
島
県
庁
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
13
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
北
広

島
町
か
ら
は
「
豊
平
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

豊
平
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
豊
平

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ど
ん
ぐ

り
屋
台
村
」
と
連
携
し
て
毎
週
定
期
的
に

練
習
を
積
み
重
ね
、
昨
年
は
山
県
郡
少
年

剣
道
大
会
、
山
県
防
犯
剣
道
大
会
で
優
勝

す
る
な
ど
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
を
収
め
る

第
20
回
障
害
者
に
よ
る
書
道
・

写
真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
障
害
を
も
つ

方
々
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
促
進
と
技
術

の
向
上
、
ま
た
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
た

積
極
的
な
自
己
実
現
と
社
会
参
加
の
促
進

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
写
真
の
部
応
募
総
数
２
４
７
点
の

中
か
ら
、
輪
田
辰
雄
さ
ん
（
北
広
島
町
南

方
）
の
作
品
『
車
椅
子
』
が
特
別
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
輪
田
さ
ん
は
、「
北
広
島

町
千
代
田
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
町
社

協
千
代
田
支
所
内
）
を
通
じ
て
得
た
情
報

で
こ
の
度
の
栄
誉
を
手
に
で
き
、
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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　21世紀における国民の健康づくり運動「健康日本21」をご存知ですか？

　すべての国民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会

とするために、次のことの実現を目的としています。

１　壮年期死亡の減少（早死の減少）

２　健康寿命の延伸（元気で生活できる寿命を延ばす）

３　生活の質（ＱＯＬ）の向上

　これを受けて広島県でも「健康広島21」計画を策定し、

取り組んでいるところです。

北広島町健康増進計画「健康きたひろしま21（仮称）」を策定します！
　北広島町においても、町民一人ひとりが主役となり、主体的に健康づくりや病気予防に取り組むこと

ができるよう、地域特性を活かした効果的で効率的な健康増進計画を策定します。

　平成14年に実施した健康意識調査の結果、中･壮年期以降の生活習慣病や歯周疾患が増加しているこ

とが伺えました。そのため、働き盛り世代であり、様々な生活習慣病が芽を出

してくる30～64歳までの方を健康増進の入り口世代として検討していきます。

＜北広島町での取り組み＞
１　第１回健康増進計画策定会議の開催

　 　北広島町の健康増進計画は、各関係団体・組織に所属する30歳から60歳代の住民代表24人の策定

委員と関係各課の庁舎内ワーキンググループ及び承認機関(北広島町地域保健対策協議会)で、これか

ら2年をかけ検討していきます。

　 　１月24日に第１回健康増進計画策定会議を開催しました。健康増進計画策定の基本的な考え方につ

いての説明後、自分たちにとって｢健やかで心豊かな生活とは?」というテーマで意見を出し合いました。

これから、健康増進計画策定会議を定期的に開催し、地域の現状を確認しあいます。

２　アンケートの実施

　 　北広島町の健康課題を明確にするため、住民アンケートを実施します。手元にアンケートが届いた

方はアンケートにご協力をお願いします。

　　このアンケート結果をもとに健康増進計画を策定していきます。

３　健康づくり政策の検討 

　 　健康増進計画策定会議で健康課題を解決していくために必要なものを検討し、一人でも多くの住民

が「健やかで心豊かな生活」が送れるような環境に近づけていきます。

「健康日本21」をご存知ですか？「健康日本21」をご存知ですか？

問い合わせ

北広島町役場保健課保健係　　℡（0826）72-0853

芸北ホリスティックセンター　℡（0826）35-0230

大朝保健センター　　　　　　℡（0826）82-2211

豊平保健福祉総合センター　　℡（0826）84-1501

個人技術の向上

住民組織活動の強化

めざすものはＱＯＬの向上

（島内　1987，吉田・藤内1995を改編）

健康を支
援する環
境づくり

ヘルスプロモーションの理念

健康
（障害）

豊かな人生

▲策定委員会の様子

健康のつどい ～笑う門には長寿来たる～
日時：平成18年３月11日（土）13：15 ～ 15：30
場所：千代田開発センター
①健康づくり講演会
　演題：「長寿のこつ―鈴木史朗の健康道場」
　講師：アナウンサー　鈴木史朗さん
②パネルディスカッション
　コーディネーター：ＲＣＣアナウンサー世良洋子さん
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教育委員会だより

義務教育就学援助費・修学奨学金制度義務教育就学援助費・修学奨学金制度
　お子さんの就学について、つぎの制度をご利用

ください。

１．義務教育就学援助費

　経済的な理由のため小学校・中学校への就学が

困難な場合、保護者へ学用品・給食費ほかを支給

するなど、就学を援助する制度です。

　就学援助を申請するためには、要保護児童生徒

又は準要保護児童生徒の認定を受ける必要があり

ます。

２．北広島町修学奨学金貸与制度

　北広島町修学奨学金は、高等学校等大学等に進

学を希望しながら、経済的な理由により修学が困

難な方に奨学金の貸与を行う制度です。

　この制度は、北広島町独自の制度です。したがっ

て、貸与はその年度の予算内で決定されますので、

申請があってもすべてが貸与決定とならない場合

があります。

　平成18年度分の申請締切は、申請書等の提出期

限が４月28日、収入を証明する書類の提出期限が

６月30日です。

　奨学金は、貸与の期間が満了した日の属する月

の翌月から6か月経過後、最長で15年以内に返還し

ていただきます。

 なお、これらの制度を受けていただくには、世帯

の所得制限など、いろいろな条件に該当すること

が必要です。

奨学金貸与の額（月額）

問い合わせ

　教育委員会事務局学校教育課　（℡0826-72-0863）

　教育委員会　芸北分室　  （℡0826-35-0070）

　教育委員会　大朝分室　  （℡0826-82-2211）

　教育委員会　豊平分室　  （℡0826-83-1122）

　各小中学校長

　民生委員児童委員

　連日のように零下の気温を記録し、よ
く冷え込んだ大朝。今朝も70名の児童が、
元気なあいさつを交わしながら登校してき

ます。平成17年度は「夢を育み、目標をもっ
てたくましく生きる児童の育成」を教育目標

に、「みがく・つながる・やりぬく」を合言葉に教育
活動を行っています。「みがく」は「知・徳・体」の
基礎基本の徹底。「やりぬく」は目標を達成するよう
に努力する心をめざしています。今回は「つながる」
の中の、「世代を超えて、地域とつながる」取り組み
を紹介します。
　伝承芸能である「新
庄のはやし田」「南条
踊り」を保存会の方
の指導で練習してい
ます。その成果を毎
年、運動会、学習発
表会、老人ホーム訪
問で披露しています。
　11月には、「世代交流会」を持ちました。地域の方
の指導でお手玉作りや遊びを楽しみました。昔の遊
び方を教えていただいた後、子どもたちは思い思い
に時間を忘れて楽しみ、遊びの天才ぶりを発揮して
いました。
　３学期も「地域の方とつながる」学習を毎月15日
のオープンスクールで行います。

「ことばの算数」と
保・幼・小連携教育

北広島町立芸北幼稚園・小学校

　今年度から「芸北地域」が文部科学省研
究開発学校の指定を受け、本校では算数・数
学科の拠点校として、２つの研究の柱を立てて
取り組んでいます。
　１つ目は【筋道を立てて考え
る力を育てるための指導内容・
方法の工夫】の研究です。小学
校では、文章問題に取り組む単
元「ことばの算数」を新設し、自力解決の手順や方法を
身につけながら問題を解く学習を重ねています。
　２つ目は【育ちと学びをつなぐ保幼小連携教育】の推
進です。芸北幼稚園・小学校が併設、芸北つくし保育園
が隣接という環境を生かし、就学前から小学校への滑らか
な移行をめざした教育活動を実践しています。12月１日に
は、パターンブロックというカラーブロックを使い、『にこ
にこタウンをつくろう』というテーマで保幼小合同算数科
授業を行いました。子どもたちは仲良く相談しながらいき
いきと形遊びの学習を楽しむことができました。普段の活
動とは違った集団との交流は互いのよさを発揮する場とな
り、たいへん有意義な時間と
なりました。くわえて、本時の
授業に至るまで保幼小の指導
者が連携を重ねる中で、お互
いの教育内容や指導法につい
て学び合うことができました。

つながる・みがく・やりぬく
北広島町立新庄小学校

学

校 紹

介

学

校 紹

介

ご活用ください

区　　　分 金　額

高 等 学 校 等
国公立 10,000円

私　立 30,000円

大 学 等
国公立 40,000円

私　立 65,000円
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楽しく育児をしていますか？楽しく育児をしていますか？
地域子育て支援センター紹介

　今回の子育て支援センターの活動紹介は、「大朝子育て支援センター」です。

子育てに関する相談や
お問い合わせは

大朝子育て支援センター

TEL/FAX0826-82-7200
お気軽にお電話ください

大朝保育所併設の大朝子育て支援センターです
“ここに来れば、子どもたちを安心して遊ばせながら自分たちもホッとひといきできる”
子育て中のお母さんたちが、そんな思いを持って気軽に寄ってもらえるセンターをめざしています。

センター開放日　毎週　月・水・金曜日10：00～ 11：30

こん
にち
は

園庭開放
保育所の園庭やセンターの部屋で自

由に過ごせます

月１回　新庄保育所に行って遊びます

月３回　お弁当自由日（10：00～ 12：30）

ためになる講座
年間５回くらい

講師を招いての勉強会や、

お母さんが楽しめる

手づくり教室など行って

います

お楽しみ会
毎月１回

季節や行事に合わせたものをみんな

で楽しみましょう

（川遊び、ミニ運動会、バス遠足、もちつきなど）

ちょっとひといき
リフレッシュしましょう

毎月１回お茶を飲みながらのおしゃべり

時々簡単なクッキングもあります

 緊急一時預かり
　緊急、一時的に家庭での保育が

　　　　難しい時や、お困りの時

　　にお預かりします

 （有料です）センターが窓口となります

保健相談
お子さんの健康面について、保健師

さんと一緒に相談をお受けします

毎月第１金曜日（身体測定も行います）

育児相談
子育ての不安や悩みなどをお気軽に

ご相談ください

電話でのご相談もお受けします

お便り発行お便り発行
毎月１回毎月１回

センター便りを発行しますセンター便りを発行します
あそ
びに

あそ
びに

おい
でよ
～！！

おい
でよ
～！！
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介護保険制度が平成18年４月から変わります

～予防重視型のしくみへの転換～
　平成12年にスタートした介護保険制度は５年を経過し、新たな給付を創設するなど、

制度の改正が行われます。

　高齢者の心身の状態を判断して介護予防サービスなどのケアプランを作成し、また、高齢者

やその家族に対する相談、高齢者の虐待防止等の権利擁護などを行う地域介護の中核拠点で北

広島町役場に設置されます。

主な改正点
１． 症状の軽い方（要介護認定により要支援と

認定された方）を対象とする介護サービス

が確立されます（介護予防サービス）。

　主なサービス内容は

　　①介護予防通所サービス
　　②介護予防訪問介護サービス
　　③介護予防福祉用具貸与・購入

　など

　介護予防サービスは、要介護１～５の方が利

用する在宅サービスに運動器の機能向上や栄

養改善、口腔機能の向上など介護予防を目的と

した内容が組み込まれた

ものになります。自分で

できることは自分で行い、

できないことは介護予防

サービスを活用しながら

心身の改善をはかります。

２． 介護や支援が必要になる前の高齢者を対象とし

た、介護予防事業が確立されます。

　主な事業内容は

　　①運動器の機能向上(運動教室など)
　　②栄養改善(栄養教室など)
　　③口腔機能の向上
　　④閉じこもり予防・支援
　　⑤認知症予防・支援
　　⑥うつ予防・支援

　主に教室に通いで参加すること

となりますが、訪問型の事業もあります。

※ その人にあったケアプランを地域包括支援セン

ターの保健師が中心となって作成します。

　 　心身の状態の改善目標をたて、目標達成のため

にどのようなサービスが必要か検討を重ねて作成

されます。また、一定期間後に目標の達成状況を

確認し、必要に応じてケアプランを見直します。

地域包括支援センターとは

問い合わせ　役場福祉課在宅介護支援センター係　℡0826-72-0851

町に福祉事務所を設置します町に福祉事務所を設置します
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　４月１日、北広島町役場内に福祉事務所を設置します。

　今までは県の福祉事務所で行っていた生活保護や児童扶養手当の申請、認定、給付などの事務を町が

行います。専門の職員の配置などにより、町内で総合的に相談に応じることが可能です。

　きめ細かな福祉サービスをより早く提供できるようになります。



企業紹介
introduction

江津工場（島根県・江津市）と工場を拡張、現在に至っ

ています。

　主に液晶表示装置の製造を行っております。液晶の

用途は広く、電力、ガスメーターをはじめ携帯電話、特

に車載用は国内外の主要メーカーに納品をさせていた

だいております。昨年3月にはＩＳＯ/ＴＳ16949も認定取

得し、弊社で製造しているＬＣＤがアメリカ、ドイツを

初め各国の主要メーカーの車に搭載されています。そ

の他、設立時からの技術を生かし、大手警備会社向けに、

ホームセキュリティーの装置、また、無停電電源装置の

検査、バックライト装置、ハイエンド・オーディオ装置

等も製造しております。

　この業界は海外生産がどんどん加速していますが

「Made in Japan」に愛着があり何としても頑張って行き

たいと思います。しかし、グローバル化は無視すること

はできず、一部は中国などで委託生産してもらっていま

すが最後の組み立て、品質保証は弊社で行っています。

▲代表取締役　長田　克司氏

　当社は昭和58年に会社

を設立いたしました。翌

年には、大朝町営工業団

地に新工場（現本社工場）

を建設し、その後、石見

工場（島根県・邑南町）、

オ オ ア サ 電 子 株 式 会 社

●採用募集情報

　・管理部資材係　1名

　・技術部ＣＡＤ設計　1名

　・技術部メンテナンス要員　1名

　・液晶製造部　（簡単な軽作業）15名

　・特機製造部　（簡単な軽作業）1名

【問い合わせ】

　管理部　長田淳一　℡（0826）82-3636

　　　　e-mail　j-nagata@oasa-elec.co.jp

　理念として、「変わること、それは、めざましく変化

する技術革新を先取りする対応力や技術力。変わらぬ

こと、それは、ものづくりへの熱い志、人の幸せへの祈り、

そして信頼。」このことを明確にし、グローバル化の流

れにあって、あくまで地域に根ざし、未来のエレクトロ

ニクス文化を支える「縁の下の力持ち」として有りたい

と思っています。

　とは申せ、まだまだ未熟な

会社で従業員も多く、地域の

皆様にご迷惑をおかけするこ

とも多いと思いますが、今後と

もよろしくお願いいたします。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

担
い
手
中
核
農
家
紹
介

田
村
千
行
さ
ん
（
49
歳
）
北
広
島
町
八
幡

　

２
年
間
勤
め
た
会
社
を
辞
め
、
芸
北
の

冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
29
年
に
な
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
規
模
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
35
ａ
で
、

お
母
さ
ん
と
２
人
で
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
時
期
は
５
月
中
旬
か
ら
11
月
下
旬

ま
で
の
間
に
、
３
・
４
回
転
の
栽
培
を
行
い

ま
す
。
出
荷
さ
れ
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
年

間
５
万
束
に
な
り
ま
す
。

　

田
村
さ
ん
は
八
幡
野
菜
集
荷
部
会
長
、

第５回総会（12月20日）

第１号議案　農地の所有権移転に関する承認

　（農地法第３条関係）４件、面積4,216㎡

第２号議案　農地の転用に関する承認

　（農地法第４条関係）１件、面積145㎡

第３号議案　農地の売買と転用に関する承認

　（農地法第５条関係）４件、面積3,436㎡

第４号議案　農用地利用集積計画の承認

第５号議案　農業振興地域整備計画の一部変更

第６号議案　 特定農用地利用規程の変更及び延

長の認定

報告案件

（１）農業用施設転用届

　（農地法第５条第１項第１号）１件、283㎡

＊ 総会に引き続き農政懇談会では、次の協議を

行った。

①遊休農地の農業上利用増進に関する事項

②新たな経営安定対策などの導入について

③担い手、認定農業者との意見交換会について

④ 土地改良事業受益地の農用地区域からの除外

について

農業委員会審議結果

芸
北
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
部
会
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
芸
北
に
お
け
る
野
菜
の
共

販
体
制
確
立
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
田

村
さ
ん
の
農
業
に
対
す
る
信
条
は
「
安
心
、

安
全
、
安
定
」

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
農

業
リ
ー
ダ
ー
の

田
村
さ
ん
が
と

て
も
大
き
く
見

え
ま
し
た
。

　
（
文
・

農
業
委
員　井居

）
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消防本部だより消防本部だより
３
月
15
日
〜
５
月
７
日

　

春
と
い
え
ば
山
菜
採
り
や
森
林
リ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
入
山
者
が
増
え
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
火
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
ゴ

ミ
焼
き
の
放
置
な
ど
で
、
林
野
火
災
が
増

加
す
る
の
も
こ
の
時
季
で
す
。

　

ま
た
、
当
地
域
独
特
の
害
虫
駆
除
を
目

的
と
し
た
草
焼
き
の
火
が
、
思
い
が
け
な
い

風
で
消
す
こ
と
が
で
き
ず
、
大
き
な
火
災

に
な
る
と
い
う
こ
と
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部
並
び
に
消

防
団
で
は
、
平
成
10
年
か
ら
林
野
火
災
ゼ

ロ
を
目
標
に
「
林
野
火
災
特
別
警
戒
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
、
３
月
15
日

か
ら
５
月
７
日
ま
で
の
間
、
休
日
を
重
点
に

パ
ト
ロ
ー
ル
・
広
報
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

林
野
火
災
特
別
警
戒

　平成17年度全国統一

防火標語をスローガン

に、春の全国火災予防

運動が３月１日から７日

までの１週間、全国一

斉に実施されます。こ

れからの時季は、空気

が非常に乾燥し、強い

季節風が吹くなど火災

の発生しやすい状態と

なります。今一度、皆

さんのご家庭、職場の

防火について考えて見

ましょう。

【重点目標】

①住宅防火対策の推進

② 林野火災予防対策の

徹底

③ 乾燥時及び強風時の

火災発生防止対策の

推進

春の全国火災
予防運動

３月１日～３月７日

「あなたです
火のあるくらしの

見はり役」

第
３
回
北
広
島
町

第
３
回
北
広
島
町

行
政
改
革
審
議
会
開
催

行
政
改
革
審
議
会
開
催

　

２
月
６
日
に
第
３
回
北
広
島
町
行
政
改
革

審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
審
議
会
で
協
議

さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
北
広
島
町
の
行
政
改
革
の
背
景
（
素
案
‥

フ
ロ
ー
図
）
に
つ
い
て

2
北
広
島
町
の
行
政
改
革
の
背
景
（
素
案
‥

本
文
）
に
つ
い
て

①
新
町
の
挑
戦
に
つ
い
て

② 

筋
肉
質
な
行
財
政
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い

て

　

○ 

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
（
自
立
性

の
高
い
財
政
構
造
の
構
築
）

　

○ 

住
民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
（
情

報
の
公
開
と
共
有
、
住
民
と
一
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
展
開
）

　

○ 

民
間
と
の
役
割
分
担
（
効
率
的
で
簡
素

な
組
織
・
機
構
、
公
の
施
設
の
有
効
活

用
、
民
間
委
託
の
推
進
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
見
直
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
）

　

第
４
回
審
議
会
は
２
月
27
日
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
協
議
を
予
定
し
て
い
る
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

○ 

給
与
制
度
、
手
当
な
ど
の
総
点
検
に
つ
い
て

○
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て　

な
ど

　

行
政
改
革
審
議
会
は
、
原
則
と
し
て
公
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
審
議
会
の
会
議
記
録
な

ど
に
つ
い
て
は
、
北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
広
報
紙
で
随
時
お
知
ら
せ

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
や

住
民
の
力
で
連
携
を
図
る
「
共
助
」
の
精

神
に
基
づ
い
て
、
こ
の
た
び
豊
平
地
域
の
５

地
区
（
行
政
区
）
に
お
い
て
自
主
防
災
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
年
間
を
通
じ
、
各
種
防
火
講
習

会
や
消
火
、
救
急
訓
練
を
実
施
し
た
り
、

身
近
な
危
険
箇
所
や
避
難
経
路
な
ど
を
調

べ
る
な
ど
日
ご
ろ
か
ら
防
火
、
防
災
活
動

を
行
わ
れ
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
各
地
区
で
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

【
結
成
団
体
】

共
盛
地
区
自
主
防
災
会
（
平
成
17
年
４
月
）

志
路
原
自
主
防
災
会
（
平
成
17
年
６
月
）

上
石
地
区
自
主
防
災
会
（
平
成
18
年
１
月
）

吉
木
地
区
自
主
防
災
会
（
平
成
18
年
２
月
）

中
原
地
区
自
主
防
災
会
（
平
成
18
年
２
月
）

自
主
防
災
会
５
地
区
で
結
成

　

志
路
原
地
区
住
民
を
対
象
と
し
た
防
災

講
習
会
・
消
火
器
訓
練
が
、
１
月
21
日
（
土
）

志
路
原
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
60
名
は
、
消
防
職
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
正
し
い
消
火
器
の

使
用
方
法
を
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
非

常
食
の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
防
災
訓
練
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消費生活に関することでお困りの時には、北広島町消費生活相談室へご相談ください。

　　　場　　所　　北広島町人権センター（北広島町有田４９５－１）

　　　相 談 日　　毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）

　　　受付時間　　10 時～ 16 時（12 時～ 13 時は休み）

　　　相談室専用電話　　℡０８２６－７２－５５７１

　相談日以外でお急ぎの時は、広島県生活センター（℡０８２－２２３－６１１１）まで。

どうしよう？こんな時どうしよう？こんな時  困った時は消費生活相談へ困った時は消費生活相談へ

≪被害事例１≫

　中国地方在住の男性は、10月下旬、自宅に送

られてきたダイレクトメールを見て400万円（年

利5.3%）の融資を申し込んだところ、「保証金12

万８千円が必要です。融資の際にお返しします。」

などと言われ振り込んでしまった。その後「優

良な保証人が用意できたので30万円が必要です。

これも融資の際にお返しします。」「顧客情報を管

理するための費用27万５千円を用意してくださ

い。」などと言われ総額70万３千円を振り込んで

しまったが、その後の融資は行われなかった。

　ダイレクトメールでは、大手の金融機関のグ

ループ会社を装っていたが、調査したところ、そ

のような業者はいなかった。

≪被害事例２≫

　関東近県在住の女性は、９月末にインターネッ

トで知った貸金業者に500万円（年利0.5％）の融

資申込みをしたところ、「身分確認のため当社と

提携関係にある業者に行って融資を受けてくださ

い。確認のために必要な手続きですので、これは

あなたの借金になりません。」などと言われ、指

定された大手２社から総額77万５千円の融資を

受けた。

　そのことを電話で連絡したところ今度は、「身

分確認は終了したので、お金を送ってください。

こちらから返済します。」などと言われ、現金書

留で全額を送金したが、融資は実行されなかった。

　業者は登録業者を名乗っていたが、調査したと

ころ、架空の業者であり、既に電話も通じない状態

にあったため、大手２社からの借金だけが残った。

≪最近の手口の特徴≫

（１）勧誘手段が多様化しています。

　 　ダイレクトメールに加え、ホームページ上の

偽広告や携帯メールによる勧誘もあります。

（２）手口が巧妙化しています。

　 　実在する商標やロゴマークなどを精巧に複写

し、本物との見分けが困難です。

（３）融資する前に必ずお金を要求してきます。

　 　保証金や保険料、登録料、身分確認、データ

修正代金など、さまざまな名目で要求がありま

す。

（４ ）一度払い込むと同じ業者から次々と名目を

変えて請求があります。

（５）現金の搾取方法が多様化しています。

　 　従来の銀行振り込みに加え、小包などで現金

を送らせるなど。

「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、相談

室にご相談ください。

「貸します詐欺」にご注意！

　大手の金融機関などを装って、「お金を貸します」といった内容のダイレクトメール

を送りつけて、融資を申し込んだ人から保証金や保険料などの名目でお金を騙し取る「貸

します詐欺」という手口が急増しています。
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人
事
異
動

総　

務　

課

【
退
職
】　
　
　
　
　
　
　

 

１
月
31
日
付

　

豊
平
病
院　

薬
剤
師　
　
　

瀬
尾　

一

【
採
用
】　
　
　
　
　
　
　

 

２
月
１
日
付

　

豊
平
病
院　

言
語
聴
覚
士　

平　

健
蔵

情
報
情
報

くらしのくらしの

確
定
申
告
に
つ
い
て

税　

務　

課

○ 

所
得
税
「
確
定
申
告
」
の
申
告
納
期
限
、

「
個
人
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）」
の
申

告
期
限

３
月
15
日
（
水
）
ま
で

○ 

個
人
事
業
所
の
「
消
費
税
」「
地
方
消

費
税
」
の
申
告
期
限

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

　

申
告
も
れ
、
期
限
後
申
告
に
な
ら
な
い

よ
う
に
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 「
個
人
住
民
税（
町
・
県
民
税
）」の
場
合
、

被
扶
養
者
・
控
除
対
象
配
偶
者
に
な
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
収
入
・
所
得
の
把

握
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

＊ 

「
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
」「
一
般

事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
」「
医
療
費

の
領
収
書
」
な
ど
は
、
必
ず
整
理
し
た

上
で
申
告
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課
所
得
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

税　

務　

課

バ
イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・

軽
自
動
車
等
の
名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き

は
３
月
31
日
ま
で
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
バ
イ
ク
・
農
耕
作
業
用
自
動
車
・
軽
自

動
車
等
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
も

し
車
両
を
他
人
に
譲
っ
た
り
、
廃
車
に
し

て
い
た
と
し
て
も
、
名
義
変
更
や
廃
車
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
平
成
18
年
度

も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
直
前
に
な
っ
て
慌
て
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
早
め
に
手
続
き
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課
所
得
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

平
成
17
年
国
勢
調
査
速
報

企　

画　

課

　

平
成
17
年
国
勢
調
査
の
速
報
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

人　

口　

２
０
，
８
５
８
人

（
前
回
調
査
か
ら
１
，
０
７
１
人
減
少
）

世
帯
数　

７
，
８
５
８
世
帯

（
前
回
調
査
か
ら
14
世
帯
増
加
）

問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課
情
報
政
策
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
義
務
教
育
修
了
祝
金

福　

祉　

課

　

町
で
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
児
童
が

い
る
母
子
・
父
子
家
庭
に
義
務
教
育
修
了

祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
支
給
要
件
は

母
子
・
父
子
家
庭
で
、
平
成
18
年
３
月

に
中
学
校
を
卒
業
す
る
児
童
が
い
る
こ
と

で
、
１
人
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
場
合
に
は
、
義
務
教
育
修
了
祝

金
申
請
書
を
３
月
末
日
ま
で
に
役
場
福
祉

課
、
又
は
各
支
所
町
民
生
活
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

介
護
支
援
専
門
員
調
査

福　

祉　

課

　

４
月
か
ら
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

を
有
す
る
人
は
、
氏
名
や
住
所
な
ど
を

変
更
し
た
場
合
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
広
島
県
で
は
名

簿
の
登
録
情
報
を
更
新
す
る
た
め
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
変
更
の
あ
る
人
は

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
広

島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
介
護
保
険
指
導
室

℡
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
２
０
６

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

全
国
第
２
位　

お
め
で
と
う

勝
田
誠
二
君
（
加
計
高
芸
北
分
校
）

第
55
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
　
　
　
　

距
離
男
子
15
キ
ロ
フ
リ
ー
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町
で
は
、
農
業
の
振
興
と
優
良
農
地
確
保
の

た
め
に
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
た
て
、

農
業
の
た
め
に
使
う
土
地
を
「
農
用
地
区
域
」

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
に
あ

る
田
・
畑
・
牧
草
地
な
ど
は
、
農
業
を
す
る
た

め
の
土
地
と
し
て
農
業
関
係
施
策
を
総
合
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き
を
し

な
い
で
宅
地
や
資
材
置
場
な
ど
農
業
以
外
の
用

途
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る

場
合
に
は
、
先
ず
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
振
除
外
を
す
る
た
め
に
は
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 

農
地
以
外
に
使
う
計
画
が
明
確
で
あ
り
、
他

に
代
替
す
べ
き
土
地
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
。

② 

農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化
そ
の

他
土
地
の
農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な

利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

③ 

た
め
池
、
用
排
水
施
設
等
土
地
の
保
全
又
は

利
用
上
必
要
な
施
設
の
機
能
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

④ 

土
地
改
良
事
業
等
の
公
共
事
業
の
受
益
地

に
つ
い
て
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
８
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
除
外
、
編
入
、
用
途
変
更
の
申
出
を
、

４
月
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

農
振
計
画
の
変
更
に
は
、
３
〜
４
か
月
の
期

農
振
の
除
外
・
編
入
等
に
つ
い
て

産　

業　

課

必
要
で
す
。
役
場
上
下
水
道
課
又
は
各
支

所
産
業
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水
道
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
１

芸
北
支
所℡

０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
１
１
２

大
朝
支
所℡

０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１

豊
平
支
所℡

０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２

上
下
水
道
の
届
出
に
つ
い
て

上
下
水
道
課

平
成
16
年
度
老
人
保
健
医
療
費
状
況

町　

民　

課

　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
国
土
調
査
で
豊
平

地
域
の
「
上
石
の
一
部
」
に
つ
い
て
登
記
が
完

了
し
ま
し
た
。
登
記
の
完
了
し
た
地
区
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

引
き
続
き
国
土
調
査
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
地
域　

豊
平

○
大
字　

上
石

○
字 

（
山
林
部
）　

石
中
山
、
堤
ヶ
谷
、
大
草
、

小
見
谷
、
鈩
ヶ
谷
、
空
山
、
原
釜
、
平
六
、

高
羽
子
、
丸
山　

　
　

 （
耕
地
部
）
迫
田
、
神
田
、
泥
詰
、
河
原
田
、

新
殿
原
、
鍛
冶
屋
原
、
石
中
山

○
調
査
後
筆
数　

６
２
８
筆

○
調
査
後
面
積　

３
・
６
１
平
方
㎞

問
い
合
わ
せ　

役
場
管
財
課
国
土
調
査
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
９

国
土
調
査
の
経
過
報
告

管　

財　

課

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
お
持
ち
の
方
は

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間　

４
月
３
日
〜
４
月
末
日

問
い
合
わ
せ　

役
場
産
業
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
７

な
ど
の
排
水
を
処
理
す
る
浄
化
槽
が
き
ち
ん

と
働
き
、
川
や
海
な
ど
の
水
質
を
保
全
す
る

た
め
の
法
律
で
す
。

　

こ
の
浄
化
槽
法
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
ま

し
た
。

主
な
改
正
点

浄
化
槽
法
改
正上

下
水
道
課

○ 

浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
に
水
質
基
準

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

○ 

法
定
検
査
（
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水

の
水
質
検
査
な
ど
）
を
受
け
て
頂
く

た
め
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
対
す

る
県
の
指
導
・
監
督
権
限
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

○ 

浄
化
槽
の
使
用
を
終
了
し
た
場
合
、

廃
止
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
場
合
や
、

廃
止
届
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
に
、

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
広
島

県
の
環
境
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
エ
コ

ひ
ろ
し
ま
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

芸
北
地
域
事
務
所
環
境
管
理
課

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

http://www.pref.hiroshima.jp/eco/i/i4/jyoukaso.html

　

平
成
16
年
度
の
老
人
保
健
に
加
入
し
て

い
る
方
の
医
療
費
の
状
況
で
す
。
右
の
グ

ラ
フ
の
金
額
に
は
、
受
給
者
が
医
療
機
関

で
支
払
う
一
部
負
担
金
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

北広島町の平成16年度老人医療費の内訳

　

浄
化
槽
法
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂

　

水
道
・
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、

転
入
・
転
出
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
届
出
が

入院 入院 
1,603,981,3081,603,981,308円円

入院外入院外
1,095,335,8921,095,335,892円円

調剤522,970,636調剤522,970,636
円円

歯科 歯科 
125,271,740125,271,740円円

食事 142,326,110食事 142,326,110円円 その他 39,048,743その他 39,048,743円円

総医療費総医療費
3,528,934,4293,528,934,429円円
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く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

日　

時　

３
月
26
日
（
日
）

　

親
子
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

10
時
30
分
〜

　

親
子
体
操
教
室　

14
時
〜
15
時

場　

所　

と
よ
ひ
ら
ウ
イ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ

講　

師　

佐
藤
弘
道
さ
ん

対　

象　

小
学
校
低
学
年
以
下
と
家
族

参
加
料　

３
歳
以
上
ひ
と
り
１
０
０
０
円

参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
よ
ひ
ら
ウ
イ
ン
グ
「
親
子
体
操
」
係

℡
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
４
１
４

親
子
体
操
教
室
２
０
０
６

と
よ
ひ
ら
ウ
イ
ン
グ

人　口　21,362人（－50）

　男　　10,206人（－34）

　女　　11,156人（－16）

世帯数　8,240世帯（－７）

（１月末日現在）

納期限　２月28日（火）

　●国民健康保険税 第９期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

前月比

やさしさの　
　たねをまいたら　笑顔花
きたひろしま人権フェスタ2005参加作品より

平
成
17
年
加
計
警
察
署
管
内
刑
法
犯

発
生
件
数　
　

１
５
９
件

減
ら
そ
う
犯
罪
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

加　

計　

署

平
成
14
年
対
比　
　
　

54
・
３
％
減
少

（
北
広
島
町
は
52
・
４
％
減
少
）

　

広
島
県
警
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
３
年

間
で
刑
法
犯
「
３
割
減
」
を
目
標
に
減
ら

そ
う
犯
罪
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ
で
、
加
計

署
は
右
記
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
「
減
ら
そ
う
犯
罪
運
動
」
を

継
続
し
、
管
内
住
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆ 

外
出
の
際
は
、
家
の
施
錠
を
確
実
に
し

ま
し
ょ
う
。

☆ 
農
機
具
は
、
か
ぎ
の
掛
か
る
倉
庫
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

☆ 

不
審
な
人
・
車
を
見
た
ら
、
警
察
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

☆ 

架
空
請
求
詐
欺
・
融
資
保
証
詐
欺
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

加
計
警
察
署

℡
０
８
２
６
‐
２
２
‐
０
１
１
０

　

北
広
島
町
の

老
人
医
療
に
加

入
し
て
い
る
人

の
１
人
あ
た
り

の
月
平
均
医
療

費
で
す
。
広
島

県
の
平
均
よ
り

下
回
っ
て
い
ま

す
が
、
全
国
平

均
よ
り
上
回
っ

て
い
ま
す
。
過

去
３
年
間
で
の

急
激
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

老
人
保
健
の
医
療
費
は
、
国
民
健
康
保

険
・
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
と
、
国
・

県
・
町
な
ど
が
お
金
を
出
し
あ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
あ
が
る
と

保
険
料
な
ど
が
あ
が
り
、
若
い
人
の
負
担

も
増
え
て
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
医
療
費
に

つ
い
て
感
心
を
持
ち
、
予
防
に
努
め
、
健

康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
課
国
保
年
金
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４ １人あたり月平均医療費　（単位：円）

　

北
広
島
町
は
県
内
一
の
花
壇
苗
産
地
。

こ
の
産
地
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
を
こ
め
て
、
恒
例
の
花
市
を
開
催
し

ま
す
。
町
内
生
産
者
が
心
を
こ
め
て
育
て

た
花
が
多
数
並
び
ま
す
。

「
春
の
花
市
」
開
催豊

平
支
所

日　

時　

３
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付
８
時
30
分
〜
８
時
50
分

（
時
間
厳
守
）

場　

所　

千
代
田
中
央
公
民
館

試
合
形
式　

有
段
、
級
、
児
童　

五
局
打

参
加
費　

一
般　

２
０
０
０
円（
昼
食
付
）

　
　
　
　

児
童
・
生
徒　

５
０
０
円

申
込
先　

北
広
島
町
千
代
田
囲
碁
同
好
会

　
　
　
　

森
田　

憲
二

（
℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
４
６
０
）

申
込
締
切　

３
月
１
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

　

北
広
島
町
千
代
田
囲
碁
同
好
会

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
４
６
０

ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会

北
広
島
町
千
代
田
囲
碁
同
好
会

開
催
日　

３
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

場　

所　

道
の
駅
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村

　
　
　
　

さ
ん
さ
ん
市

問
い
合
わ
せ　

さ
ん
さ
ん
市

℡
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
３
１
６
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
３
月
号

№
 0
1
3
　
平
成
1
8
年
2
月
1
7
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

暮
れ
の
大
雪
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
１

月
は
雪
の
少
な
い
月
で
し
た
。
例
年
な
ら
、

大
寒
か
ら
立
春
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
雪
が

降
る
の
で
す
が
、
今
年
は
ど
う
や
ら
例
外
の

よ
う
で
す
。
日
中
の
陽
射
し
と
夜
の
冷
え
込

み
で
締
ま
っ
て
固
く
な
っ
た
雪
の
森
を
歩
い

て
い
る
と
、
真
っ
白
な
雪
の
中
か
ら
鮮
や
か

な
緑
色
の
大
き
な
葉
が
覗
い
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
の
葉
で
す
。　

　

公
園
や
道
路
脇
に
植
え
ら
れ
る
ユ
ズ
リ
ハ

は
10
ｍ
ほ
ど
の
高
木
に
な
る
常
緑
樹
で
す
。

春
先
に
新
葉
が
出
る
と
前
年
の
葉
が
散
る
の

で
、
成
長
し
た
子
供
に
あ
と
を
譲
る
こ
と
に

た
と
え
て
和
名
が
付
き
ま
し
た
。
八
幡
で
見

ら
れ
る
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
は
多
雪
地
に
適
応
し

た
ユ
ズ
リ
ハ
で
す
。
春
先
に
古
い
葉
が
落
ち

る
の
は
同
じ
で
す
が
、
高
さ
は
２
ｍ
く
ら
い

で
、
大
き
く
て
も
３
ｍ
程
度
ま
で
し
か
成
長

し
ま
せ
ん
。
枝
に
は
柔
軟
性
が
あ
り
、
雪
が

積
も
っ
て
も
折
れ
ま
せ
ん
。
雌
雄
異
株
で
、

５
月
頃
に
目
立
た
な
い
花
を
付
け
ま
す
。
写

真
の
個
体
は
雄
株
で
す
。

　

こ
の
冬
の
よ
う
な
厳
し
い
雪
は
、
こ
れ
ま

で
に
何
度
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
エ
ゾ
ユ
ズ

リ
ハ
は
小
さ
な
体
や
し
な
や
か
な
枝
と
い
っ

た
特
徴
を
獲
得
し
た
か
ら
こ
そ
、
幾
度
に
も

わ
た
る
厳
し
い
気
候
に
耐
え
、
脈
々
と
子
孫

を
残
し
て
き
ま
し
た
。
一
度
で
も
そ
の
繋
が

り
が
途
切
れ
た
な
ら
、
今
日
、
そ
の
姿
を
私

達
が
見
る
事
は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う

考
え
る
と
、
今
、
様
々
な
生
き
物
を
目
に
す

る
事
が
で
き
る
の
が
、
い
か
に
す
ご
い
こ
と

か
が
実
感
で
き
ま
す
。
突
然
の
大
雪
に
も
負

け
な
い
北
国
の
人
々
が
培
っ
た
文
化
も
、
ま

た
同
じ
よ
う
に
思
え
ま
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

親から子へ受け継がれるいのち
エゾユズリハ

高原からの花便り　№13


